
Table. 1. Summary of experimental 
values observed by XRD, CL, and TRPL 
measurements. 
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［はじめに］深紫外線（DUV）や真空紫外線(VUV)は殺菌や光化学などへ利用されている。

しかし、市販の光源は水銀灯などの放電灯が主流であるため、省エネ、環境負荷等の観点か

ら固体ベースの光源開発が求められる。我々は固体発光材料として岩塩構造酸化マグネシウ

ム亜鉛（RS-MgxZn1-xO）に注目している。これまでに、ミスト CVD法を用いて酸化マグネシ

ウム（MgO）モル分率 x>0.5の RS-MgxZn1-xO薄膜の成膜を行い[1,2]、カソードルミネッセン

ス（CL）測定による DUV 領域での発光を観測した[3,4]。また x=0.95の試料では 199 nmの

VUV 領域に発光を観測した。本研究では、RS-MgxZn1-xO の時間分解フォトルミネッセンス

（TRPL）分光により PL寿命を観測し、発光起源を明らかにすることを目的とした。 

［実験］ミスト CVDにより、 (001)MgO基板上に成膜されたMgOモル分率 x=0.61, 0.74, 0.81

の RS-MgxZn1-xO薄膜の測定を行った。フェムト秒チタンサファイアレーザの 4倍高調波（波

長 202 nm、80 MHz、平均励起出力 222 W）を励起光源として用い、ストリークカメラによ

り発光を観測した。 

［結果と考察］300 Kでの波長積分 TRPL信号を図 1に

示す。TRPL信号を二成分指数関数によりフィットした

ところ、PL寿命成分として1=70～81 ps、2=478～854 ps

が得られた。得られた PL寿命を表 1に示す。表 1には、

300 Kでの CLピークエネルギー[3,4]、XRD、CL測定

で得られた 300 Kと 6 Kの CL強度の熱消光比も比較と

して示す。XRD 測定から、x の減少に伴い結晶性が低

下していることが示唆されるが、PL寿命も xの減少に

伴い減少していることから、結晶性の低下に伴い非輻

射性の欠陥密度も増加したことが示唆される。発表で

は PL 寿命のエネルギー依存性や温度依存性から、発

光特性改善に向けた議論を行う。 
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Fig. 1. TRPL signals of RS-MgxZn1-xO 
at 300 K. 
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